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本レポートは日本メンバーの便宜のため英語から日本語に翻訳したものです。グローバル CCSインスティ

テュートは、本レポートの日本語版に翻訳された内容の正確性、信頼性、または完全性を保証するものでは

ありません。 
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Executive summary 
 

知識の共有は、CCSコミュニティにとって必要不可欠であり、グローバル CCSインスティテュートが中心的

役割を演じている分野である。インスティテュートはデジタルチャンネルと対面チャンネルの両方を通じてコミ

ュニティ中心の知識共有プログラムを実践中ではあり、特に知識共有の国際化を強化できる場合には、構

造化した効果的な知識共有ネットワークを支援するため、追加的な知識管理手法とツールの使用法につい

ても検討していきたいと考えている。 

 

「日本における CCSコミュニケーション・フレームワークの構築」というこのプロジェクトは、国際的な環境で

より幅広くこの手法を利用する事を前提に、パイロット規模で知識管理システム（KMS）のプロトタイプを検証

すること目標としている。ネットワークメンバー間のコミュニケーションと連携を通じてコミュニティが追求する

主なテーマは以下のとおりである。 

 特定された問題に関して、様々な学問領域／研究分野に分布している専門知識を、インスティテュ

ートおよびそのメンバーが協力して、どのように有機的な知識体系に統合するか 

 グローバル CCSインスティテュートがどのように詳細な専門知識の本質を洗い出し、それを様々な

レベルの科学・技術水準を有する利害関係者が理解できる簡潔な形で示すか 

 

コミュニティーメンバーとの共同作業から得られた主なアウトプットは以下のとおりである 

 利害関係団体の重要な人員から成るコミュニティ、知識の共有を促進する手順、および必要なコミュ

ニケーションツール、すなわちインスティテュートのデジタルプラットフォームを確立すること 

 CCSの理解を促進するための（おそらく日本固有の）要件の特定 

 過去のコミュニケーションの努力と、その有効性の評価に関する知識ベースをまとめる 

 CCSへの理解を向上させ、国内での対話への利害関係者の参加を促すためのアクションプランの

作成 

 日本において CCSをサポートする「アーギュメンテーション(討論)モデル」の開発 

これまでのコミュニティでの議論と、討論モデルに関する知識ベースをまとめたものは、ハイパーリンク付き

のネスト化された HTML ドキュメントのセットとして保存されており、日本のネットワークメンバーがレビューで

きるようにインスティテュートのデジタルプラットフォームにアップロード済みである。全てのコンテンツは、外

部リンクを除き、英語に翻訳済みであり、インスティテュートに提出済みである。 

実践の最後に、インスティテュートのメンバーが将来参照できるよう、知識共有活動からの教訓が要約され

ている。重要な結論として、知識共有ネットワークのコーディネートを成功させるためには以下が必要である。 

 便益が明確に認識されること 

 利害の衝突を避けること 

 コンセンサスに基づくメンバーのコミットメント 

 異なる視点の受け入れ 
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